
 

鯖江市の伝統野菜「吉川ナス」は、『鯖江市伝統野菜等栽培 

研究会』に所属する会員のみが栽培できる希少なナスです。 

当研究会では、新しい会員さんを募集しています。水稲育苗

ハウスでの育苗後に、吉川ナスを作ってみませんか？ 

 

＜吉川ナスの強み＞ 

・千年以上の歴史がある伝統野菜です。 

・農林水産省の地理的表示（GI）保護制度に登録 

されているブランド商品です。 

・県丹南農林総合事務所や JA 福井県と連携し、栽培技術の 

指導をしています。 

 

＜鯖江市の支援策＞ 

・接ぎ木、育苗した苗をお渡しします。 

・年に数回、栽培講習会を開催し、情報提供しています。 

・吉川ナスカレッジで、ベテラン会員が個別指導を行います。 

・下記の出荷助成金を支給します。（R6 年度単価） 

区分 出荷助成金 

出荷助成・秀品（大サイズ）※ 60 円／個 

新規取組み者出荷助成・秀品 

(取組み初年度から 3 年間のみ)  
50 円／個 

※特大・中サイズは 50円/個、小サイズは 30 円/個です。 

「吉川ナス」つくってみませんか？ 

新規会員さん募集中！！ 



＜経営試算と利益＞ 1a あたり 

項目 金額 備考 

販売額 321 千円 35 株×82 個/1a×＠112 円 

経営費 160 千円 
肥料費、農薬費、水道光熱費、減価

償却費、出荷経費、地代 等 

農業所得 161 千円  

農業外収益 173 千円 
35 株×69 個（秀品）×＠50 円 

ほか産地交付金、市補助 等 

所得合計 334 千円 時給 3,191 円（作業時間 105 時間） 

           ※当研究会モデル会員（ハウス栽培）の令和 2 年度実績による 

＜求める方＞ 

・伝統野菜の栽培に興味がある方。 

・ブランド商品をもっと広めていきたい方。 

・農業が未経験でも、新しいことに挑戦したい意欲的な方。 
（ただし、水の管理など日々の栽培管理が出来る方） 

 

＜吉川（よしかわ）ナスとは＞ 

・賀茂ナスのルーツとも言われている鯖江市の伝統野菜です。 

・昭和初期には盛んに栽培されていましたが、栽培農家が 

1 軒にまで衰退。その後、地元の農家有志で『鯖江市伝統野 

菜等栽培研究会』を結成し、復興を果たしています。 

・現在、会員 21 名で活動中（男性 16 名、女性 5 名）。90 歳

代 1 名、80 歳代 2 名、70 歳代 8 名、60 歳代 3 名、50 歳

代 3 名、40 歳代 1 名、30 歳代 1 名、20 歳代 2 名です。 

・熱を加えると、甘くとろける絶品の味が特徴です。東京の

一流レストラン、あわら温泉旅館、金沢の料亭などから、

注文をいただいています。 

 

ご興味がある方は、下記までお問い合わせください。 

鯖江市役所農林政策課 担当：笠島、砂畑（すなはた） 

電話：0778-53-2233（直通） 

Mail：SC-NoSeisaku@city.sabae.lg.jp 


